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セミアルデヒド脱水素酵素）と UGA4 遺伝子（GABA 透過酵素）を破壊しても分裂寿命
は延長しなかった。また、GABA の合成に関わる GAD1 遺伝子（グルタミン酸脱炭酸酵







は上昇していなかった。一方、サーチュイン SIR2 遺伝子は uga1 とgad1 株の長寿
命に必要であった。従って、GABA 代謝遺伝子は SIR2 遺伝子に依存し、呼吸とは独立
した機構によって寿命を決定していると結論した。 
老化細胞を調べることにより寿命に関係する細胞内の変化がみつかることを期待し











11 世代の細胞において、ビタミン B6 合成経路におけるピリドキサール 5'-リン酸








が極めて遅くなるが、sno1 株の生育は snz1 株ほど遅くはなかった。ビタミン B6
トランスポーターをコードする TPN1 遺伝子の破壊株は snz1 株と同様に短寿命で
あった。分裂寿命測定培地に過剰量のピリドキシンを添加すると、snz1 とtpn1 株
の寿命は野生型株の寿命と同程度までに回復した。これらのことから、出芽酵母の分
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英語発表が2回、国内学会での発表も数十回行っている。論文審査におけるプレゼンテ
ーションもレベルが高く、口頭試問においても豊富な知識量と論理的思考能力の高さが
確認された。以上のことから審査員は、本論文が長浜バイオ大学の博士（バイオサイエ
ンス）の学位論文として相応しいものと結論づけた。 
 
